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東日本大震災から３ヶ月
去る，３月１１日東北地方太平洋沖で発生した東日本大震災から３ヶ月が経ちました。３ヶ月経過した時点での被害は，１５,０００人を超える人が亡くなり，８,０００人を超える人が行方不明のまま，そして９０,０００人を超える人が避難生活を送っています。

福山市には，多くの市民，企業，団体のみなさまから，義援金や救援物資をお寄せいただいております。みなさまの被災地を思うお気持ちに敬意を表するとともに，心から感謝申しあげます。

福山市では，被災地支援の取り組みとして，職員を被災地へ派遣しています。職員の派遣は，３月１２日からの緊急消防援助隊をはじめ，応急給水班，医療救護班，健康相談，避難所運営，建物調査等の多種多様な業務にわたります。沼隈支所からは５月に２人の職員を，それぞれ宮城県，福島県に派遣しています。

福山市では今後とも長期的視点で，福山の地から出来ることを全力で取り組んでいきます。

今回，宮城県へ派遣（５月１４日～２２日）した支所職員が，現地の被災状況をカメラに納めて帰りました。その一部を沼隈支所ロビーに展示しています。震災から２ヶ月（５月中旬）経過していますが，その爪あとは凄まじく，改めて自然の脅威を思い知らされます。また，千年小学校３・４年生の応援メッセージが書かれた横断幕もあわせて展示しています。
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青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
１　生い立ち
瀧之助は１８７４年（明治６年）１１月１５日，山本孫次郎・サタの長男として沼隈郡草深村（現沼隈町）に生まれた。山本家は，分家する時，譲り受けた３反（３０アール）たらずの田畑を耕作する農家であった。彼は幼少時より身体が弱かったが，向学心に燃え，熱心に読書し，英語も独学であった。また，１２才の時から２年間，近くの岡崎朝一先生の漢学塾で勉強した。小学校を卒業した瀧之助は，中学への進学を希望したが豊かでない家の事情を考え，進学を断念した。

やがて戸長役場へ雇われるようになる。当時の日本は市町村制の実施や帝国憲法の発布，帝国議会の開設を目前にひかえ，近代国家へめまぐるしく変化する時代であった。役場には官報や新聞・雑誌があり，地方における情報センターであると同時に宿直の夜は，村の若者たちの社交の場でもあった。瀧之助は新聞や雑誌をむさぼるように読み，立身出世のため，上京する夢を募らせた。　

執筆：上田　靖士（山本瀧之助研究会会員）


南部こんなんやるＤay
南部生涯学習センターが実施する講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

《福山市制９５周年記念事業》
山本瀧之助　巡回パネル展
今年は，福山出身の功労者である山本瀧之助没後８０周年の節目にあたります。山本瀧之助が主張した理念や功績を紹介する巡回パネル展を市内１０施設で開催します。（前半の５回の日程をお知らせします。）

１　と　き　　７月１日（金）～７月１４日（木）

ところ　　福山市役所本庁舎市民ホール

２　と　き　　７月１５日（金）～８月２日（火）

ところ　　北部市民センター市民サロン

３　と　き　　８月３日（水）～８月１８日（木）

ところ　　沼隈支所ロビー

４　と　き　　８月１９日（金）～９月１日（木）

ところ　　新市支所ロビー

５　と　き　　９月１６日（金）～９月２６日（月）

ところ　　神辺文化会館ロビー

問　合　せ　　南部生涯学習センター

　　　　　　　℡　９８０－７７１３


子ども大学
～夏休み探検ツアー～
集合時間　　７月３０日（土）１０：２０

集合場所　　鞆港走島渡船桟橋

内容　　　　走島での産業体験・史跡めぐり　他

費用　　　　往復の渡船代

中学生以上１０００円・小学生５２０円

昼食代（実費）５００円

持参物　　　帽子・タオル・水筒・筆記用具　他

定員　　　　３０人　７月１日から受付

申込み・問合せ　　南部生涯学習センター

　　　　　　　　　℡　９８０－７７１３


ボーノさんのささやき
沼隈支所の１階南側の窓にゴーヤのグリーンカーテンが設置されました。グリーンカーテンは光をさえぎり，冷房の設定温度を上げることができ省エネに有効です。まだ小さな苗ですが太陽の光を浴びてグングン育ち，立派なグリーンカーテンになる日が楽しみです。そしておいしいゴーヤが食べられる日が待ち遠しいです。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























